
 

 

授業概要  

世界人口約 73 億人のうち約 17 億人、世界の 4 人に１人はイスラム教徒であるといわれています。日本で

も、仕事や留学、観光旅行などで滞在するイスラム教徒の方たちを見かけることが増えてきました。ところが、

イスラムについての知識や理解はまだ十分と言えない状況にあるかと思います。 

この授業では、イスラムの成立から現代までを概観し、その基礎知識を解説した上で、イスラムの国ぐにが

抱える問題、あるいはその多彩な魅力を紹介することを目指します。 

授業はパワーポイントを用いた講義形式で、映像や現物資料なども活用します。 

授業計画  

 
第 1 回 授業のねらいと進め方 

第 2 回 イスラムのはじまり：預言者ムハンマドの時代 

第 3 回 イスラムの教え①：クルアーンの啓示 

第 4 回 イスラムの教え②：ハディースの伝達 

第 5 回 イスラムの拡大：正統カリフの時代～ウマイヤ朝  

第 6 回 イスラムの発展：アッバース朝の繁栄 

第 7 回 イスラムの規範：イスラム法（シャリーア） 

第 8 回 近代化とイスラム復興 

第 9 回 パレスチナ問題を考える 

第10回 映像で学ぶ現代イスラム  

第11回 アラブ革命とイスラム主義 

第12回 イスラムの文化：アラビアン・ナイトの世界 

第13回 イスラムの栄華：イスラムの美術・建築 

第14回 アニメで学ぶイスラム文化 

第15回 まとめと復習 

第16回 期末試験 
 

到達目標  

 

1.世界のイスラム教徒が共有するイスラムの基礎知識を習得する。 

2.世界各地の多様なイスラム文化に触れ、理解を深める。 

 

履修上の注意  

 

私語や途中退出など、周囲に迷惑となる行為は減点対象とします。 

授業中や授業後の質問は歓迎します。コメントシートも活用し、積極的に授業へ参加してください。 

予習復習  

 

予習として、高校世界史のイスラムの箇所を読んでおくこと。 

復習としては、授業で配布する資料プリントや、授業内で紹介する参考文献を読み理解を深めてほしい。 

 

評価方法  

 

平常点（授業内小テスト、コメントシート、質問等）50％、期末テスト 50％ 

 

テキスト  

 

プリントを配布します。参考文献は授業毎に紹介します。 

 

東洋史特論Ⅰ（東洋史特論Ⅰ(イスラム関係史)） 小野仁美 


